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特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

▼ 

平
成
20
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

▼ 

平
成
20
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

▼ 
平
成
20
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

▼ 

平
成
20
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

◎
意
見
書
（
１
件
）

▼ 

介
護
療
養
病
床
廃
止
計
画
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い
て

井
上
　
　
博
　
議
員

◎
町
営
住
宅
の
改
修
・
建
て
替
え
に
つ
い
て

□問
　
老
朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
等

の
計
画
に
つ
い
て
。

□答　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
出
目
団
地
や

小
串
団
地
の
よ
う
に
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
こ
と
に
よ
り
、
老
朽
化
が
進
み
、

居
住
性
、
安
全
性
と
も
に
入
居
者
が
安

　
一
　
般
　
質
　
問
　

心
し
て
暮
ら
せ
る
状
況
と
は
言
い
難
い

住
宅
が
多
数
あ
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

の
住
宅
を
建
て
替
え
る
こ
と
を
基
本
に
、

特
に
老
朽
化
の
著
し
い
住
宅
は
、
用
途

廃
止
も
視
野
に
入
れ
、
県
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
低て

い
れ
ん廉
な
家
賃
で
入
居
が
可

能
な
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
建
て

替
え
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
建
築
費
が

家
賃
に
転
嫁
さ
れ
る
性
質
上
、
家
賃
の

上
昇
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
入
居
者
と

の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
当
町
の
公
図
に
つ
い
て

□問
　
国
土
調
査
以
前
の
境
界
線
に
つ
い
て
。

□答　

国
土
調
査
時
に
確
定
し
た
境
界
線

は
、
合
筆
登
記
し
な
い
限
り
残
る
。
例

え
ば
、
国
道
等
に
買
収
さ
れ
て
も
、
一

般
的
に
合
筆
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

所
有
者
名
等
が
変
わ
る
の
み
で
、
境
界

線
は
残
る
こ
と
に
な
る
。

　

個
人
で
の
売
買
の
場
合
も
同
様
に
、

土
地
を
合
筆
登
記
し
な
い
限
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
筆
の
境
界
線
は
残
る
が
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
合
筆
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
案
し
か
、
合
筆
登
記

を
さ
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
基
本
的
に
、
所
有
者
が
筆

を
同
じ
に
し
な
い
限
り
、
国
土
調
査
で

当
時
確
定
し
た
筆
の
境
界
線
は
、
そ
の

ま
ま
残
る
こ
と
に
な
る
。

□問
　
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い
て
。

□答　

国
土
調
査
時
に
確
定
し
た
図
面
が
、

法
務
局
に
あ
る
図
面
で
あ
り
、
そ
れ
と

同
等
な
も
の
が
町
に
あ
る
地
籍
図
で
あ

る
。
当
町
に
も
地
籍
図
を
数
値
化
し
た

図
面
を
打
ち
出
す
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、

地
籍
図
が
原
簿
で
あ
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
の
図
面
で
は
な
く
、地
籍
図
を
コ
ピ
ー

し
た
図
面
を
発
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
座
標
等

の
デ
ー
タ
も
あ
り
、
交
付
も
行
っ
て
お

り
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
、
住
民
の
方
々

の
要
求
に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。

◎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鬼
北
の
里
に
つ
い
て

□問
　
現
在
の
分
譲
数
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
20
年
11
月
末
現
在
、
24
戸
中

15
戸
、
62
・
５
％
の
契
約
率
と
な
っ
て

い
る
。

□問
　
広
告
・
宣
伝
費
等
諸
費
用
に
つ
い
て
。

□答　

愛
媛
新
聞
全
県
下
広
告
１
回
、
松

山
以
南
エ
リ
ア
版
広
告
１
回
、
白
黒
３

分
の
１
広
告
２
回
で
、
３
６
４
万
９
千

円
。
毎
日
新
聞
愛
媛
・
高
知
版
広
告
１

回
31
万
５
千
円
。
京
都
県
人
会
広
報
２

万
円
。
首
都
圏
、
関
西
圏
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
費
26
万
５
千
円
。
現
地
説

明
会
お
よ
び
現
地
看
板
等
作
成
費
62
万

５
千
円
。
現
在
ま
で
に
合
計
４
８
７
万

４
千
円
を
支
出
し
て
い
る
。

□問
　
当
初
の
工
場
跡
地
活
用
基
本
計
画

の
修
正
に
つ
い
て
。

□答　

工
場
跡
地
活
用
基
本
計
画
お
よ
び

開
発
許
可
申
請
戸
数
は
、
67
戸
で
あ
る
。

そ
の
内
、
第
１
期
工
事
と
し
て
土
地
造

成
と
２
カ
所
の
進
入
路
工
事
を
実
施
し
、

24
戸
分
の
分
譲
を
開
始
し
て
い
る
。
第

２
期
工
事
は
、
分
譲
地
内
道
路
、
最
終

排
水
管
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

　

第
４
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
が
、
12

月
16
日
と
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
２
件
、
議
案
11
件
、
意
見
書
１
件

が
提
案
さ
れ
、
請
願
２
件
が
委
員
会
付

託
、
残
り
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
請
願
（
２
件
）

▼ 

最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
政
府

に
求
め
る
意
見
書
採
択
の
請
願
書
に

つ
い
て

▼ 

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
停
止

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

◎
議
案
（
11
件
）

▼ 

鬼
北
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼ 

鬼
北
町
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

鬼
北
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

鬼
北
町
病
院
事
業
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

平
成
20
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

▼ 

平
成
20
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

鬼
北
町
議
会
定
例
会

平
成
20
年
第
４
回
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な
る
集
会
所
の
整
備
を
予
定
し
、
23
戸

の
追
加
分
譲
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
変
更
の
予
定
は
な
い
が
、

第
２
期
分
譲
の
販
売
状
況
に
よ
っ
て
、

一
部
変
更
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

□問
　
下
水
道
管
の
敷
設
に
つ
い
て
。

□答　

実
施
設
計
前
に
、
本
事
業
の
設
計

会
社
と
上
下
水
道
の
専
門
の
設
計
事
務

所
と
協
議
し
た
結
果
、
合
併
浄
化
槽
の

処
理
水
は
、
河
川
に
流
し
て
も
法
的
に

水
質
上
問
題
の
な
い
水
で
あ
り
、
通
常

は
、一
般
の
排
水
路
に
流
す
こ
と
。ま
た
、

終
末
処
理
施
設
を
設
置
し
な
い
で
、
下

水
道
管
を
敷
設
す
る
例
は
あ
ま
り
な
い

こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
下
水
道
管
の
敷

設
は
行
わ
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。
仮

に
下
水
道
管
を
敷
設
し
て
い
た
と
し
て

も
、
合
併
浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
た
水
は

汚
水
で
は
な
い
た
め
、
下
水
道
管
を
引

き
込
む
必
要
は
な
く
、
一
般
の
排
水
路

に
流
す
方
が
、
工
事
費
が
安
く
上
が
る

こ
と
に
な
る
。

　

分
譲
価
格
を
抑
え
て
若
者
の
定
住
を

啓
発
促
進
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
、

建
築
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
る
方
法

を
選
択
し
た
。

□問
　
造
成
地
の
１
番
か
ら
12
番
、
13
番

か
ら
24
番
を
同
じ
く
水
平
に
し
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
。

□答　

分
譲
地
の
敷
地
高
は
、
隣
接
す
る

道
路
面
か
ら
平
均
10
〜
20
㎝
程
度
高
く

な
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

　

南
北
の
道
路
の
高
さ
の
差
は
、
30
㎝

程
度
あ
り
、
仮
に
水
平
に
す
る
と
南
側

の
敷
地
に
は
道
路
面
と
の
高
さ
調
整
の

た
め
の
余
分
な
壁
が
必
要
と
な
る
。

　

水
平
に
し
な
い
で
、
高
さ
の
差
を
按あ

ん

分ぶ
ん

す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
面
と
の
取
り

合
わ
せ
を
良
く
し
、
土
留
め
の
た
め
の

壁
を
な
く
す
よ
う
に
設
定
し
た
。

□問
　
側
溝
の
放
流
先
を
自
然
吸
い
込
み

に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

□答　

仮か
り
ち
ん沈
砂さ

池ち

は
、
土
地
造
成
中
に
発

生
す
る
濁
水
（
土
砂
水
）
を
一
時
的
に

貯
め
て
、
沈ち

ん

砂さ

さ
せ
る
た
め
に
設
け
て

お
り
、
開
発
工
事
に
伴
う
必
要
な
仮
設

施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
計
画
は
、
１
期
、
２
期
、
３
期
工

事
に
分
か
れ
て
お
り
、
ま
だ
、
排
水
系

統
が
未
完
成
の
た
め
、
造
成
済
み
の
側

溝
の
排
水
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地

内
の
雨
水
も
同
様
に
仮
沈
砂
池
に
流
れ

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

仮
沈
砂
池
内
の
土
の
透
水
性
が
高
い

こ
と
、
流
入
す
る
水
が
現
在
は
少
な
い

こ
と
か
ら
、
ご
指
摘
の
自
然
吸
い
込
み

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
２
期
工
事
で
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
県
と
協
議
を
行
っ
た
次
第
で

あ
る
。

　

そ
れ
以
上
の
措
置
を
す
る
場
合
、
造

成
済
み
の
側
溝
か
ら
流
出
す
る
排
水
は
、

沈
砂
池
を
迂
回
さ
せ
て
小
規
模
な
沈
砂

池
（
桝
程
度
）
か
ら
放
流
す
る
か
、
工

事
規
模
が
大
き
く
な
る
が
、
仮
設
沈
砂

池
に
防
水
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
２

期
工
事
で
の
整
備
と
し
て
考
え
て
い
る
。

◎
公
営
住
宅
延
川
団
地
新
築
工
事
に
つ
い
て

□問
　
平
成
20
年
度
に
お
い
て
延
川
住
宅

３
期
工
事
が
15
社
指
名
に
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て
。

□答　

指
名
業
者
は
、
入
札
の
公
正
を
期

す
た
め
に
、
鬼
北
町
競
争
参
加
資
格
審

査
会
で
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
当
該
入

札
は
、
競
争
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出

し
て
い
る
業
者
で
選
定
を
行
っ
た
。
な

お
、
入
札
参
加
業
者
は
、
平
成
18
年
度

は
13
社
、
平
成
19
年
度
は
14
社
だ
っ
た

が
、
今
回
は
、
１
社
に
つ
い
て
企
業
体

の
解
散
に
よ
る
変
更
と
、
新
規
の
企
業

体
を
１
社
選
定
し
、
15
社
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

□問
　
新
し
く
参
加
し
た
業
者
が
こ
れ
ま

で
よ
り
安
く
落
札
し
た
結
果
の
分
析
に

つ
い
て
。

□答　

落
札
業
者
は
、
前
年
度
も
指
名
業

者
で
あ
り
、
新
し
く
指
名
し
た
業
者
で

は
な
い
。
落
札
結
果
は
、
公
正
な
競
争

の
中
で
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
平
成
20
年
度
Ｉ
棟
か
ら
Ｌ
棟
の
外

形
、
間
取
り
等
は
、
１
期
、
２
期
工
事

と
変
わ
っ
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
か
。

□答　

延
床
面
積
、
間
取
り
等
は
、
平
成

19
年
度
建
築
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
入
札
を
辞
退
し
た
業
者
の
辞
退
理

由
に
つ
い
て
。

□答　

指
名
し
て
い
る
以
上
、
応
札
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
発
注
者
と
し
て
期
待

し
て
お
り
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

□問
　
入
札
当
日
、
落
札
業
者
を
決
定
せ

ず
、
後
日
通
達
し
た
こ
と
、
工
事
費
内

訳
書
を
今
ま
で
提
出
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
。

□答　

今
回
の
入
札
は
、
談
合
情
報
を
受

け
、
鬼
北
町
談
合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
鬼
北
町
公
正
入
札
調
査

委
員
会
で
審
議
し
た
。
審
議
の
結
果
、

談
合
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
値
す

る
と
の
結
論
に
達
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど

お
り
指
名
業
者
の
事
情
聴
取
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
再
度
、
鬼
北
町
公
正
入
札

調
査
委
員
会
で
審
議
し
、
談
合
の
事
実

が
確
認
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
、

予
定
ど
お
り
入
札
を
執
行
し
た
。

　

た
だ
し
、
入
札
執
行
の
際
、
指
名
業

者
に
「
刑
法
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
、

か
つ
私
的
独
占
の
禁
止
お
よ
び
公
正
取

引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
関
係

法
令
を
遵
守
し
、
公
正
お
よ
び
公
平
を

害
す
る
よ
う
な
行
為
は
し
な
い
」
と
い

う
誓
約
書
の
提
出
と
工
事
費
内
訳
書
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
入
札
の
執
行
後
、
落
札
決
定

を
保
留
し
、
工
事
費
内
訳
書
に
談
合
の

形
跡
が
な
い
か
審
査
し
、
落
札
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
。
工
事
費
内
訳
書
の

提
出
は
、
談
合
情
報
を
受
け
て
執
行
し

た
入
札
で
あ
る
た
め
、
提
出
を
求
め
た

が
、
通
常
の
入
札
で
は
求
め
て
い
な
い
。

□問
　
今
後
の
予
定
価
格
公
表
に
つ
い
て
。

□答　

国
で
は
、
予
定
価
格
の
入
札
執
行

前
の
事
前
公
表
を
行
っ
て
い
な
い
。
地

方
公
共
団
体
は
、
法
令
上
の
制
約
が
な

い
こ
と
か
ら
、
各
団
体
で
適
切
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
国
と
異
な
り
、
事
前

公
表
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

最
近
の
国
か
ら
の
要
請
文
書
で
は
、
予

定
価
格
の
事
前
公
表
の
取
り
や
め
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
予
定

価
格
を
公
表
す
る
と
、
そ
の
価
格
が
目

安
と
な
っ
て
適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
に

く
く
な
る
こ
と
、
建
設
業
者
の
見
積
努

力
を
損
な
わ
せ
る
こ
と
、
談
合
が
一
層

容
易
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
弊
害
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る
。
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発
注
者
側
と
し
て
、
応
札
者
が
、
公

正
お
よ
び
公
平
を
害
す
る
よ
う
な
行
為

は
し
な
い
で
、
公
正
な
競
争
の
中
で
入

札
が
行
わ
れ
、
落
札
業
者
が
適
正
な
施

工
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、

最
善
の
注
意
を
払
っ
て
い
き
た
い
。

山
本
　
勣
　
議
員

◎
財
政
状
況
に
つ
い
て

□問
　
平
成
17
年
度
の
合
併
か
ら
平
成
19

年
度
ま
で
の
歳
入
歳
出
総
額
の
前
年
度

比
に
つ
い
て
。

□答　

普
通
会
計
決
算
の
平
成
17
年
度
の

歳
入
総
額
は
73
億
６
千
７
５
０
万
７
千

円
、
歳
出
総
額
は
、
72
億
２
千
５
７
４

万
１
千
円
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
の
歳

入
総
額
は
、
70
億
２
千
７
２
３
万
５
千

円
、
前
年
度
比
４
・
６
％
の
減
。
歳
出

総
額
は
、
68
億
４
千
４
８
５
万
５
千
円

で
、
前
年
度
比
５
・
３
％
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
19
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

66
億
９
千
３
９
９
万
１
千
円
で
、
前
年

度
比
４
・
７
％
の
減
。
歳
出
総
額
は
、

65
億
８
千
１
５
６
万
４
千
円
で
、
前
年

度
比
３
・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
平
成
17
年
度
以
降
の
基
金
取
り
崩

し
の
推
移
に
つ
い
て
。

□答　

財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
17
年
度

末
の
現
在
高
が
、
２
億
４
千
７
４
０
万

５
千
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
度
末

現
在
高
は
、
39
万
６
千
円
の
利
子
の
積

み
立
て
に
よ
り
、
２
億
４
千
７
８
０
万

１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平

成
19
年
度
中
に
平
成
18
年
度
歳
計
剰
余

金
の
う
ち
、
１
億
円
を
積
み
立
て
、
基

金
繰
り
替
え
運
用
に
係
る
利
子
１
７
３

万
９
千
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、
平
成

19
年
度
末
の
基
金
の
額
は
、
３
億
４
千

９
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

平
成
18
年
度
、
19
年
度
中
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
す
る
こ

と
な
く
、
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

減
債
基
金
は
、
平
成
17
年
度
末
現
在

高
が
、
３
千
８
１
２
万
６
千
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
19
年
度
中
に
年
利
７
％
以

上
の
繰
り
上
げ
償
還
に
充
当
す
る
た
め
、

３
千
８
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
末
現
在
高

は
、
37
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
病
院
事
業
会
計
の
累
積
欠
損
金
に

つ
い
て
。

□答　

平
成
19
年
度
末
の
欠
損
金
は
、
２

億
３
千
８
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
病
院
事
業
基
金
の
年
度
別
支
出
額

と
現
在
高
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
19
年
度
末
の
基
金
現
在
高
は

４
億
４
千
２
０
０
万
円
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
４
億
２
千
万
円
を
一
時
借
入
金
の

返
済
と
支
払
資
金
不
足
に
充
て
る
た
め

に
、
繰
り
替
え
運
用
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

年
度
別
の
繰
り
替
え
運
用
額
で
あ
る

が
、
４
億
２
千
万
円
を
平
成
18
年
度
中

に
お
い
て
、
繰
り
替
え
運
用
し
て
い
る
。

◎
行
政
改
革
に
つ
い
て

□問
　
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
。

□答　

鬼
北
町
附
属
機
関
設
置
条
例
に
基

づ
き
、
行
政
の
組
織
運
営
全
般
に
わ
た

る
改
革
、
改
善
事
項
の
調
査
審
議
お
よ

び
町
長
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
に
関
す

る
事
務
を
行
う
た
め
、「
鬼
北
町
行
政
改

革
推
進
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

審
議
会
の
委
員
10
人
は
、
町
政
に
つ
い

て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
方
を
任
命
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
農
林
業
、
商
工
、

教
育
、女
性
団
体
な
ど
町
内
各
界
の
方
々

に
委
員
と
し
て
ご
就
任
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
合
併
後
は
、
年
に
１
回
開
催
し

て
お
り
、「
行
政
改
革
大
綱
」、「
人
材
育

成
基
本
方
針
」、「
定
員
管
理
適
正
化
計

画
」、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
基

本
構
想
」
な
ど
の
計
画
内
容
と
そ
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
は
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
お
よ
び
各
課
等
の
長

が
そ
の
構
成
員
で
あ
り
、
行
政
の
組
織
、

運
営
全
般
に
わ
た
る
総
点
検
を
行
い
、

「
行
政
改
革
大
綱
」、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

等
に
基
づ
い
て
、
行
政
改
革
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

◎
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て

□問
　
事
務･

事
業
の
再
編
整
理
・
廃
止
・

統
合
に
つ
い
て
。

□答　

住
民
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
町
単
独
の
補
助
金
と
物
件
費
の

10
％
削
減
、
出
張
時
の
日
当
の
見
直
し

等
を
実
施
し
た
が
、
広
見
給
食
セ
ン

タ
ー
と
日
吉
調
理
場
の
統
合
に
よ
る
事

務
事
業
の
再
編
整
理
は
、
現
在
検
討
中

で
あ
る
。

□問
　
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
い
て
。

□答　

新
た
に
15
施
設
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
と
公
用
車
の
運
転
業
務
の

外
部
委
託
を
行
っ
た
が
、給
食
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
民

営
化
等
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

□問
　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
。

□答　

計
画
策
定
時
に
、
平
成
17
年
４
月

１
日
の
職
員
数
２
０
５
人
を
、
平
成
22

年
４
月
１
日
に
は
、
１
８
６
人
と
す
る

数
値
目
標
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
計
画

で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
の
目
標

数
値
は
１
９
４
人
で
あ
る
が
、
現
在
の

職
員
数
は
１
９
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

計
画
を
若
干
上
回
る
減
員
と
な
っ
て
い

る
。

□問
　
給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て
。

□答　

当
町
の
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
91
・
１
で
あ

り
、
県
内
市
町
平
均
の
93
・
７
を
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

昇
給
・
昇
格
、
退
職
手
当
、
諸
手
当
等
も
、

国
や
県
に
準
じ
た
制
度
と
し
て
い
る
。

□問
　
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

□答　

経
営
状
況
の
よ
く
な
か
っ
た
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
安
森
を
平
成
18
年
度

に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
鬼
北
町
農
業

公
社
と
日
吉
農
林
公
社
は
、
経
営
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
重
複
し
て
い
る
事

業
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
。

□問
　
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
18
年
度
の
実
績
で
は
、
主
な

も
の
と
し
て
、
職
員
削
減
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
で
１
億
３
７
０
万
円
、
補
助

金
等
の
整
理
合
理
化
で
３
千
30
万
円
、

水
道
事
業
会
計
へ
の
基
準
内
繰
り
出
し

の
抑
制
で
１
億
３
千
２
０
０
万
円
、
そ

の
他
の
削
減
策
を
含
め
て
、
合
計
で
２

億
８
千
６
９
０
万
円
の
財
政
効
果
が
出

て
い
る
が
、
今
後
も
、
厳
し
い
財
政
状
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況
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
に
よ
る
組
織

規
模
の
適
正
化
や
、
定
員
管
理
の
一
層

の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

◎
学
校
統
廃
合
関
係
に
つ
い
て

□問
　
日
吉
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
校
と

し
て
運
営
す
る
論
議
を
進
め
る
時
期
で

は
な
い
か
。

□答　

本
町
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒
の

数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

本
年
５
月
１
日
現
在
の
学
校
基
本
調
査

の
数
値
で
は
、
好
藤
小
学
校
61
人
、
愛

治
小
学
校
47
人
、
三
島
小
学
校
40
人
、

泉
小
学
校
62
人
、
近
永
小
学
校
２
９
０

人
、
日
吉
小
学
校
72
人
、
広
見
中
学
校

２
６
９
人
、
日
吉
中
学
校
43
人
と
な
っ

て
お
り
、
愛
治
小
学
校
と
三
島
小
学
校

で
は
、
３
年
生
と
４
年
生
が
複
式
学

級
で
学
ん
で
い
る
。
近
永
小
学
校
と
広

見
中
学
校
以
外
は
、
各
学
校
と
も
一
学

年
10
人
前
後
の
小
規
模
校
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
は
な
お
一
層
減
少
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
学
校
は
子
ど

も
た
ち
の
教
育
機
関
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
の
中
で
も
際
立
っ
て
重

要
な
施
設
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
学
校

運
営
は
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
実
情
な
ど
を
十

分
踏
ま
え
て
、
町
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
上

で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
将
来
、
や
む
な
く
学
校

統
廃
合
等
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
っ
た
折
に
は
、
小
中
一
貫
校
の

よ
う
な
考
え
方
も
議
論
の
対
象
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
県
立
高
等
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
。

□答　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
は
、
去
る
６

月
に
県
立
学
校
再
編
整
備
計
画
を
発
表

し
、
そ
の
中
で
、
北
宇
和
高
等
学
校
日

吉
分
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の

生
徒
か
ら
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
度
か
ら
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
た
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
Ｏ
Ｂ

会
等
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
昨
年
度

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｏ
Ｂ
会
、
地
域
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
署
名
活
動
が
実
施
さ
れ
、

県
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
幸
い
、
今
年
度
の
生
徒
募
集

は
実
施
さ
れ
た
が
、
募
集
定
員
40
人
に

対
し
入
学
者
は
３
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

現
在
の
在
校
生
は
、
１
年
生
３
人
、

２
年
生
２
人
、
３
年
生
４
人
、
４
年
生

４
人
の
計
13
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
４

年
生
の
４
人
は
、
社
会
生
活
を
送
り
な

が
ら
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
勉
強
を
し
て
お

り
、
毎
日
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
は
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
９
人
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
も
、
県
教
育
委
員
会
の
発
表
を

受
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
絡
を
取
り
合
っ

た
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
生

徒
数
の
状
況
な
ど
か
ら
、
関
係
の
方
々

も
、
募
集
停
止
や
む
な
し
と
判
断
さ
れ
、

特
段
の
動
き
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

と
推
察
し
て
い
る
。

　

日
吉
分
校
生
徒
募
集
の
停
止
に
伴
い
、

今
後
の
進
路
指
導
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
生
徒
に
合
っ
た
指

導
を
進
め
る
よ
う
各
学
校
長
に
指
示
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
域
を
担
う
人

材
の
育
成
は
、
地
域
活
力
の
維
持
、
発

展
の
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
現
場
で
も
、
地
域
に

親
し
む
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

す
べ
て
教
育
は
、
学
校
で
完
結
す
る
も

の
で
は
な
い
。
中
で
も
、
地
域
の
担
い

手
育
成
と
言
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
と
い
っ
た
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

互
い
に
協
調
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
と
も
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
、

格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

◎
平
成
18
年
度
決
算
認
定
の
提
案
内
容

に
つ
い
て

□問
　
数
値
の
改
ざ
ん
に
つ
い
て
。

□答　

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、「
会
計
管
理
者
は
、
政

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
決
算
を

調
製
し
、
証
書
類
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
書
類
と
あ
わ
せ
て
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
同
条
第
２
項
で
は
、「
普
通
地

方
公
共
団
体
の
長
は
、
決
算
お
よ
び
前

項
の
書
類
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
「
議
会
の
認
定

に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
は
、

同
条
同
項
に
規
定
す
る
「
前
項
の
規
定

に
よ
り
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
決

算
」
で
あ
り
、
こ
の
「
決
算
」
と
は
、

第
２
項
に
規
定
す
る
「
決
算
」
を
い
い
、

こ
の
「
決
算
」
を
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議

会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
項
の
決
算
と
は
、
地
方
自

治
法
施
行
令
第
１
６
６
条
第
１
項
で「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
決
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
に
つ
い
て
こ
れ
を
調
製
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
歳
入
歳
出
予
算
」
と
は
、

地
方
自
治
法
第
２
１
１
条
第
１
項
に
規

定
す
る
予
算
を
い
う
。

　

な
お
、
同
項
に
規
定
す
る
「
予
算
」

と
は
、
款
お
よ
び
項
を
い
う
も
の
で
あ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
各
項
の
内
容
を

明
ら
か
に
し
た
歳
入
歳
出
予
算
事
項
別

明
細
書
は
、
予
算
に
関
す
る
説
明
書
と

さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
議
会
の
認
定
に
付
す

る
決
算
は
、
款
お
よ
び
項
か
ら
な
る
歳

入
歳
出
決
算
が
対
象
で
あ
り
、
長
が
議

会
の
認
定
に
付
す
る
に
当
た
っ
て
提
出

す
る
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
「
政
令

で
定
め
る
書
類
」
で
あ
る
「
歳
入
歳
出

決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書
」

は
、
決
算
の
付
属
書
類
と
し
て
提
出
す

る
も
の
で
あ
り
、
決
算
を
認
定
す
る
際

の
参
考
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
認

定
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
議
員
ご
質
問
の
中
で
言
わ
れ

て
い
る
「
議
会
認
定
に
提
出
さ
れ
る
書

類
」
と
は
、
認
定
の
対
象
で
あ
る
歳
入

歳
出
決
算
と
、
認
定
の
際
の
参
考
と
な

る
政
令
で
定
め
る
書
類
と
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
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「
監
査
委
員
の
意
見
と
併
せ
て
提
出
さ
れ

る
書
類
」は
、決
算
を
い
う
も
の
で
あ
り
、

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
６
条
第
２

項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
書
類
は
、

含
ま
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
決
算
認

定
の
数
値
を
一
部
改
ざ
ん
し
た
も
の
と

は
考
え
て
お
ら
ず
、
付
属
書
類
の
訂
正

を
行
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

◎
合
併
に
つ
い
て

□問
　
松
野
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
。

□答　

住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め

の
合
併
こ
そ
が
、
今
回
の
平
成
の
合

併
の
理
念
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
。
住

民
の
た
め
の
合
併
な
の
で
、
合
併
の

議
論
は
住
民
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
、
協
議
会
の
す
べ
て
を
包
み
隠
さ

ず
公
開
し
、
合
併
の
是
非
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最

も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
合
併

協
議
会
の
全
審
議
内
容
と
会
議
資
料
を

「
協
議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
率
先
し
て
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

合
併
協
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

協
議
は
、
決
し
て
強
引
に
進
め
て
き
た
と

は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
一
方
的
に
押

し
付
け
ら
れ
た
と
も
思
っ
て
い
な
い
。
真

摯
に
誠
意
を
持
っ
て
協
議
を
進
め
て
き
た

つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
事
録
等

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、決
し
て「
丸

呑
み
状
態
」
だ
と
言
わ
れ
る
い
わ
れ
は
な

い
と
確
信
し
て
い
る
。

□問
　
合
併
あ
り
き
で
強
引
に
協
議
を
進

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

□答　

財
政
状
況
が
厳
し
い
今
日
に
お
い

て
、
新
合
併
特
例
法
の
特
例
措
置
の
一

つ
で
あ
る
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
合
併
は
、
行
政
の
責
任
者
と
し
て
、

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
合
併
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
新
合
併
特
例
法
の
期

限
で
あ
る
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
合

併
す
べ
き
で
あ
り
、
平
成
22
年
４
月
以

降
の
合
併
の
検
討
な
ど
到
底
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
協
議
を

進
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
合
併
の
是
非

を
住
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
に
検
討
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
少
し
で
も
早
く

協
議
結
果
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。

□問
　
全
国
町
村
会
の
「
合
併
に
よ
っ
て
、

中
央
部
と
周
辺
部
の
格
差
が
生
じ
、
過
疎

地
域
が
衰
退
し
た
」
と
の
報
告
に
つ
い
て
。

□答　

鬼
北
町
で
も
同
様
の
状
況
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
合
併
の
功
罪
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指

摘
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、
今
後
の
町
づ

く
り
の
大
き
な
教
訓
と
し
て
、
問
題
解

決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
自
治
体
の
抱
え
る
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

横
山
　
二
郎
　
議
員

◎
無
保
険
者
の
対
応
に
つ
い
て

□問
　
無
保
険
者
の
世
帯
数
と
子
ど
も
の

人
数
に
つ
い
て
。

□答　

鬼
北
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
中
で
資
格
証
明
書
発
行
世
帯
は
、

現
在
、
６
世
帯
で
あ
る
。
そ
の
内
、
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
は
３

世
帯
で
未
就
学
児
１
人
、
小
学
生
４
人
、

中
学
生
２
人
の
計
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
無
保
険
者
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
最
小
限
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
。

□答　

当
町
で
は
、
資
格
証
明
書
を
発
行

す
る
場
合
は
、
１
年
以
上
保
険
税
を
滞

納
し
た
世
帯
に
対
し
て
交
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
分
納
誓
約
等
に
よ
り

未
納
額
の
解
消
が
見
込
め
る
場
合
は
、

短
期
保
険
者
証
を
交
付
し
、
医
療
費
の

負
担
増
に
よ
り
、
病
院
で
の
受
診
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応

し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
世
帯
は
、
こ

れ
ま
で
税
務
課
・
町
民
課
の
担
当
職
員

と
幾
度
と
な
く
面
談
し
、
納
付
相
談
や

納
税
指
導
と
と
も
に
国
保
制
度
の
趣
旨

の
説
明
を
行
い
、
分
納
誓
約
に
よ
り
短

期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
い
た
が
、

分
納
誓
約
後
も
全
く
納
付
が
な
い
も
の

や
途
中
か
ら
全
く
納
付
が
な
く
長
期
化

し
て
い
る
世
帯
の
た
め
、
や
む
な
く
、

資
格
証
明
書
の
発
行
を
し
た
。
現
在
、

国
で
は
、
資
格
証
明
書
の
発
行
に
つ
い

て
、
き
め
細
か
な
対
応
を
す
る
よ
う
通

知
が
な
さ
れ
、
当
町
と
し
て
も
、
で
き

る
だ
け
未
納
者
に
対
し
て
資
格
証
明
書

の
発
行
と
な
ら
な
い
よ
う
対
応
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
制
度
見
直

し
等
も
検
討
さ
れ
て
い
る
中
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の

指
導
等
を
受
け
な
が
ら
、
適
切
に
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
等
妙
寺
遺
跡
に
つ
い
て

□問
　
国
指
定
の
意
義
・
成
果
・
継
承
に

つ
い
て
。

□答　

等
妙
寺
旧
境
内
の
国
指
定
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
携
っ
て
い

た
だ
い
た
数
多
く
の
方
々
の
熱
意
と
努

力
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
平
成
20
年
３

月
28
日
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　

今
日
ま
で
14
年
間
と
い
う
長
期
に
わ

た
り
、
発
掘
調
査
指
導
委
員
会
の
委
員

の
先
生
方
に
よ
り
保
存･

保
護
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
間
、
等
妙
寺
の
学
術
調
査
に
伴
う

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
も
19
年

３
月
に
は
、
第
８
集
目
の
調
査
報
告
書

を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
調
査
記
録

な
ど
を
基
に
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
、

歴
史
的
な
地
域
の
財
産
と
し
て
保
存
管

理
を
行
い
、
後
世
に
受
け
継
ぎ
、
守
り

伝
え
て
い
く
こ
と
が
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　

議
員
ご
指
摘
の
出
土
遺
物
の
展
示
は
、

現
在
明
星
が
丘
を
会
場
と
し
て
企
画
展

を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
出
土

遺
物
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
問
題

も
あ
る
た
め
生
涯
教
育
課
で
保
管
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
記
念
講
演
会
の
開
催

は
、
本
年
度
中
世
山
岳
寺
院
研
究
家
を

招
へ
い
し
、
講
演
会
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
明
星
草
庵
に
つ
い
て

□問
　
損
壊
箇
所
の
改
修
に
つ
い
て
。

□答　

平
成
15
年
度
に
屋
根
の
茅
葺
の
全

面
改
修
を
行
っ
た
が
、現
在
裏
山
の
木
々

が
屋
根
を
覆
い
、
日
当
た
り
も
悪
く
部

分
的
に
損
傷
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ

と
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
後
修
復
に
向
け
調
査
を
行
い
、
整
備
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に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
町
道
の
改
善
に
つ
い
て

□問
　
町
道
成
川
今
在
家
線
に
つ
い
て
。

□答　

国
道
３
２
０
号
が
整
備
済
み
で
あ

り
、
ま
た
、
交
通
量
等
を
考
慮
し
て
、

現
在
の
中
期
行
財
政
計
画
に
は
計
上
し

て
い
な
い
。
現
在
、
中
期
行
財
政
計
画

に
計
上
し
て
い
る
路
線
の
改
良
事
業
も
、

国
、
県
、
町
の
財
政
事
情
に
よ
り
凍
結

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
路
線
の
改
良
は
、
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今

後
は
、
側
溝
の
清
掃
や
補
修
等
に
よ
り
、

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

□問
　
町
道
下
鍵
山
線
に
つ
い
て
。

□答　

全
延
長
が
約
１
，
０
０
０
ｍ
で
あ

り
、
平
成
18
年
度
か
ら
城
川
町
方
面
へ

向
け
改
良
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
20
年

度
中
に
約
３
０
０
ｍ
が
竣
工
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
測
量
設
計
も
、
今
年

度
は
４
５
０
ｍ
分
を
発
注
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
改
良
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

◎
保
育
所
に
つ
い
て

□問
　
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
に
つ
い
て
。

□答　

国
が
昨
年
実
施
し
た
「
児
童
福
祉

施
設
等
の
耐
震
化
に
関
す
る
調
査
結

果
」
を
み
て
も
、
児
童
福
祉
施
設
等
の

耐
震
診
断
実
施
率
は
、
３
割
程
度
、
耐

震
化
率
は
６
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
耐
震
化
が
進
ま
な
い
理

由
と
し
て
財
政
上
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

当
町
の
保
育
所
で
は
、
７
保
育
所
の

う
ち
、
み
ど
り
保
育
所
が
、
昭
和
54
年

度
の
建
築
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
、
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
財
政
事
情
等
も
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
鬼
北
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
等

の
中
で
十
分
検
討
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
安
全
で
快
適
な

保
育
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
向
上
に
つ
い
て

□問
　
介
護
報
酬
引
き
上
げ
に
向
け
て
の

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

□答　

介
護
報
酬
は
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
政
府
・
与
党
会
議
、
経

済
対
策
閣
僚
会
議
で
、
平
成
21
年
度
か

ら
プ
ラ
ス
３
％
の
報
酬
改
定
お
よ
び
介

護
人
材
等
の
確
保
対
策
が
決
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

そ
の
代
償
と
し
て
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
な
ら
び
に
保
険
者
で
あ
る
町
の
一

般
財
源
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、

保
険
者
の
立
場
と
し
て
は
、
む
や
み
に

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
声
高
に
唱
え

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

た
だ
し
、
適
正
水
準
の
確
保
は
必
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
し
て
い
る
の
で
、

機
会
を
捉
え
、
国･

県
に
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
介
護
労
働
者
を
支
援
す
る
立
場
で

の
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

□答　

保
険
者
た
る
行
政
の
立
場
と
し
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
用
が

第
一
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
考
え
て
い

る
。
町
と
し
て
は
「
人
員
・
指
定
基
準
・

運
営
に
関
す
る
基
準
等
」
の
指
定
基
準

に
関
す
る
こ
と
は
、
各
事
業
所
を
指
導

す
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
の

指
導
・
助
言
は
可
能
で
あ
る
が
、
介
護

労
働
者
の
待
遇
は
事
業
所
と
の
雇
用
契

約
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
保

険
者
の
指
導
範
囲
外
で
あ
る
。

　

事
業
所
に
所
属
す
る
労
働
者
の
待
遇

が
、
最
低
賃
金
法
や
労
働
基
準
法
に
抵

触
す
る
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署
等

の
労
働
行
政
所
管
機
関
の
指
導
に
よ
り

改
善
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
適

法
に
実
行
さ
れ
て
い
る
場
合
の
待
遇
改

善
は
、
制
度
改
正
に
委
ね
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
き
じ
肉
に
つ
い
て

□問
　
販
路
拡
大
に
つ
い
て
。

□答　

き
じ
事
業
は
、
平
成
13
年
に
第
１
加

工
場
・
平
成
16
年
に
第
２
加
工
場
が
整
備

さ
れ
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
18
年
９
月
に
は
、「
え

ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
」
よ
り
「
愛

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
を
受
け
、
平

成
19
年
９
月
に
は
、
ビ
ー
ル
大
手
会
社

の
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
愛
媛
県
代
表

食
材
」
に
採
用
、
更
に
本
年
３
月
に
は
、

茶
道
裏
千
家
の
春
の
茶
会
で
、
熟
成
鬼

北
き
じ
商
品
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
よ
う

や
く
全
国
に
認
知
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

□問
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
。

□答　

飼
育
農
家
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が

増
加
し
て
お
り
、
近
年
、
マ
ス
コ
ミ
で

冬
に
な
る
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
伝
染
病
対
策
が
、

農
家
の
最
大
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
５
月
に
、
愛
媛
県
議
会
の
農
林

水
産
お
よ
び
経
済
企
業
両
委
員
会
の
視

察
の
折
に
も
、
農
家
の
心
配
事
と
し

て
お
話
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
県
お
よ

び
国
と
も
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
家

畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
令
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
象
と
し
て
き
じ
が
追
加
さ

れ
、
平
成
20
年
11
月
19
日
公
布
・
平
成

20
年
12
月
20
日
施
行
と
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　

な
お
、
農
家
の
技
術
向
上
を
目
的
に
、

年
数
回
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
品
質
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
飼
料
の

高
騰
対
策
を
共
同
で
行
い
な
が
ら
、
自

給
飼
料
の
生
産
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□問
　
高
校
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

□答　

北
宇
和
高
校
生
産
食
品
科
畜
産
加

工
班
の
生
徒
に
よ
る
地
元
特
産
品
で
あ

る
熟
成
き
じ
肉
と
コ
メ
粉
で
、
き
じ
肉

マ
ン
の
開
発
が
な
さ
れ
、
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
大
会
に
出
場
し
、
県
大
会
・

四
国
大
会
を
最
優
秀
賞
で
勝
ち
抜
き
、

全
国
大
会
で
も
優
秀
賞
に
輝
く
な
ど
大

い
に
活
躍
を
さ
れ
、
当
町
特
産
品
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
地
方
局
有
志
職
員
と
当
町

職
員
で
松
山
市
の
３
つ
の
大
学
学
園
祭

で
試
験
販
売
を
行
っ
た
。
現
在
、
商
工

会
と
協
力
し
な
が
ら
農
商
工
連
携
で
、

「
き
じ
肉
マ
ン
」
の
商
品
化
に
向
か
っ
て

地
元
商
店
と
協
議
を
進
め
て
い
る
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４
０
０
人
が
熱
戦

◎
２
０
０
８
鬼
北
町
体
育
協
会
長
杯
卓
球
大
会

　

家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
祈
願

◎
愛
治
地
区
ど
ん
ど
焼
き     

り
、
お
札
な
ど
に
火
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
が
舞
う
厳
し
い
寒

さ
の
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
、
振
舞
わ
れ

た
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
な
が
ら
、

天
高
く
舞
い
上
が
る
炎
を
眺

め
、
家
内
安
全
と
無
病
息
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
地
震
を
体
験 

◎
日
吉
小
学
校
避
難
訓
練

　

12
月
18
日
、
地
震
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
が
日
吉
小
学
校
で

行
わ
れ
、
教
職
員
や
児
童
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
地
震
発
生
の
放

送
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
避

難
、
人
数
確
認
な
ど
一
連
の
流

れ
を
実
施
。
あ
わ
て
ず
避
難
で

き
た
か
、
私
語
を
せ
ず
真
剣
に

避
難
で
き
た
か
な
ど
を
確
認

し
、
岩
本
惠
子
校
長
が
「
地
震

は
、
物
が
落
ち
て
く
る
ま
で
の

５
秒
間
が
大
事
。
訓
練
で
、
い

つ
災
害
が
起
き
て
も
す
ぐ
行
動

で
き
る
よ
う
体
に
し
み
込
ま
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
媛
県
で
１
台
し

か
な
い
地
震
車
を
使
っ
て
、
兵

庫
県
南
部
地
震
や
新
潟
地
震
な

ど
実
際
に
起
こ
っ
た
地
震
の
揺

れ
を
体
験
。
宇
和
島
消
防
署
職

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地

震
発
生
後
の
行
動
を
実
践
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
児
童
に
と
っ

て
、
地
震
の
怖
さ
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

愛
治
地
区
の
新
春
恒
例
の
行

事
で
あ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が

１
月
11
日
、
清
水
保
育
所
横
の

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
愛
治
活
性
化

集
団
「
来ら
い

夢む

」
と
「
母ぽ

え

む

愛
夢
」

が
主
催
す
る
も
の
で
、
会
場
で

神
事
が
と
り
行
わ
れ
た
後
、
約

３
ｍ
の
や
ぐ
ら
に
高
々
と
積
み

上
げ
ら
れ
た
門
松
や
し
め
飾

▼

ど
ん
ど
焼
き
の
様
子

▼

地
震
車
で
震
度
６
強
を
体
験
す
る
児
童

　

大
会
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
、
高
校
・
一
般
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
、同
ダ
ブ
ル
ス
、

中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
中
学

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
６
部
門
で

そ
れ
ぞ
れ
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

▼
高
校
・一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
越
智
優
介
（
四
国
電
力
）
②

谷
本
芳
英
（
大
洲
高
職
員
）
▼

同
ダ
ブ
ル
ス
①
山
本
真
司
（
帝

京
第
五
高
）・
越
智
優
介
（
四

国
電
力
）
②
吉
岡
勝
（
Ｊ
Ａ
）・

森
実
洋
規
（
Ｊ
Ａ
）
▼
高
校
・

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
西
村

真
梨
絵
（
宇
和
島
東
高
）
②
岡

田
亜
紀
（
宇
和
島
東
高
）
▼
同

ダ
ブ
ル
ス
①
西
野
由
香
理
（
大

洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
）・
布
彩
佳
（
聖
カ

タ
リ
ナ
大
）②
西
村
真
梨
絵（
宇

和
島
東
高
）・
山
下
春
奈
（
宇

和
島
東
高
）
▼
中
学
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
①
西
川
博
教（
城
北
中
）

②
里
井
大
晃
（
城
東
中
）
▼
中

学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
猪
野
萌

子
（
オ
レ
ン
ジ
Jr
）
②
河
野
あ

ゆ
み
（
津
島
中
）

　

鬼
北
町
体
育
協
会
長
杯
卓
球

大
会
が
12
月
20
日
と
21
日
、
鬼

北
総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
南
予
地
区
の
企
業
・
ク
ラ

ブ
・
高
校
・
中
学
校
か
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
武
井
靖
明
鬼

北
町
体
育
協
会
長
が
「
９
年
後

に
は
愛
媛
県
で
国
体
が
開
催
さ

れ
る
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
今

の
う
ち
に
体
力
づ
く
り
に
励

み
、
瞬
発
力
や
体
力
を
つ
け
て

今
後
の
大
会
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
選
手
を

激
励
し
ま
し
た
。

▼

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手
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20
歳
の
門
出
を
祝
う
平
成
21

年
成
人
式
が
１
月
３
日
、
広
見

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者
た

ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
の

成
人
式
に
は
、
対
象
者
１
２
７

人
（
男
69
人
・
女
58
人
）
の
う

ち
87
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、松
浦
町
長
が「
皆

さ
ん
が
輝
か
し
い
21
世
紀
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
挑
戦
を
し
、
元
気
と
活
力

を
失
う
こ
と
な
く
、
夢
と
希
望

を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
人
生

を
自
ら
の
手
で
切
り
開
い
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
出
席
者

を
代
表
し
て
芝
俊
二
さ
ん
（
奈

良
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表

し
て
蜂
須
賀
小
和
さ
ん
（
小
西

野
々
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
、
責
任
を
持
つ

な
ど
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
太

鼓
集
団
魁
の
迫
力
あ
る
太
鼓
演

奏
が
新
成
人
の
門
出
に
花
を
添

え
た
ほ
か
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

◎
平
成
21
年
鬼
北
町
成
人
式

　

日
吉
中
学
校
が
地
区
内
を
清
掃

◎
日
吉
中
学
校
奉
仕
活
動

　

日
吉
中
学
校
（
高
魚
重
則
校

長
）
の
教
職
員
と
生
徒
に
よ
る

奉
仕
活
動
が
12
月
25
日
、
日
吉

地
区
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
終
業
式
終
了
後
、
そ

れ
ぞ
れ
日
吉
地
区
の
各
地
域
に

分
か
れ
て
、
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ

拾
い
や
広
場
・
施
設
・
神
社
等

を
丁
寧
に
清
掃
。
地
域
へ
の
奉

仕
活
動
を
実
施
し
、
清
々
し
い

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

県
内
の
ク
ラ
ブ
員
が
交
流�

◎
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
後
期
交
流
会

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
の
交
流

会
が
１
月
６
日
と
７
日
、
久
万

高
原
町
の
久
万
ス
キ
ー
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
、

県
内
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
を
主
に
行
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
員
に
と
っ
て
、
山
で
の

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
貴
重

な
体
験
。
参
加
者
は
、
ス
キ
ー

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▼

新
成
人
代
表
謝
辞

上
映
で
は
、
小
中
学
校
時
代
の

担
任
の
教
諭
な
ど
か
ら
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、
恩

師
の
顔
が
画
面
に
映
し
だ
さ
れ

る
と
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
久
し
ぶ
り
に
再

会
し
た
友
人
と
写
真
撮
影
を
し

た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
す
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
出

席
者
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

▼
新
成
人
の
皆
さ
ん

▼

武
左
衛
門
広
場
を
清
掃
す
る
生
徒
ら

▼

交
流
会
参
加
者
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「
鬼
ヶ
城
山
に
住
む
天
狗
は
、

太
鼓
の
音
に
つ
ら
れ
て
山
里
に

下
り
、
一
人
の
子
ど
も
と
出
会

う
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
天
狗

の
恐
ろ
し
い
顔
に
驚
き
、
泣
い

て
し
ま
う
。
子
ど
も
が
大
好
き

な
天
狗
は
困
り
果
て
、
驚
か
せ

て
し
ま
っ
た
お
詫
び
に
、
神
通

力
で
子
ど
も
に
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
を
も
た
ら
す
―
」

　

平
成
２
年
に
太
鼓
集
団
魁
が

中
心
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
こ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
今
年

で
19
回
目
。
１
月
11
日
に
広
見

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
今

年
の
子
泣
か
し
天
狗
祭
に
は
、

平
成
19
年
に
誕
生
し
た
幼
児
47

人
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

幻
想
的
な
会
場
に
太
鼓
の
音

が
響
く
中
、
２
人
の
天
狗
が
登

場
。
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
を
天
狗

が
一
人
ひ
と
り
抱
き
抱
え
、「
元

気
に
育
て
」「
か
わ
い
く
育
て
」

「
大
き
く
育
て
」
と
叫
ぶ
と
同

時
に
、
保
護
者
が
力
強
く
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
、
天
狗
と
共
に

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

願
し
ま
し
た
。

 
天
狗
が
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願

◎
第
19
回
子
泣
か
し
天
狗
祭

　

し
め
縄
づ
く
り
で
交
流

◎
多
世
代
交
流
会

り
方
を
児
童
に
説
明
。
低
学
年

の
児
童
は
、
細
か
い
作
業
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
や
上
級
生
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
し
め
縄
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全

員
の
し
め
縄
が
で
き
た
後
、
児

童
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
を
満
喫 

◎
鮃
ス
キ
ー
教
室

　

町
内
の
小
学
６
年
生
児
童
を

対
象
と
し
た
ス
キ
ー
教
室
が
１

月
５
日
と
６
日
、
内
子
町
の
ソ

ル
フ
ァ
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ

で
開
催
さ
れ
、
26
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
鬼
北
町
体
育

協
会
所
属
の
町
内
の
ス
キ
ー
愛

好
家
で
組
織
す
る
鮃
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
が
主
催
し
、
平
成
元
年
か

ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

参
加
者
は
、
指
導
者
か
ら

ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
基
本
的
な
滑

り
方
や
上
手
な
転
び
方
を
教

わ
っ
た
後
、
早
速
ス
キ
ー
に
挑

戦
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
未

経
験
者
の
た
め
、
は
じ
め
は
転

ぶ
児
童
が
続
出
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
は
順
応
力
の
高
い
子
ど

も
。
短
時
間
の
う
ち
に
メ
キ
メ

キ
と
上
達
し
、
最
後
に
は
全
員

が
上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
地
域
の
方
な
ど
世

代
間
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、
12

月
19
日
、
町
農
林
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
多
世
代

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
、
日
吉
小
学
校
（
岩
本

惠
子
校
長
）
児
童
と
鬼
北
町
老

人
ク
ラ
ブ
日
吉
支
部
（
渡
辺
武

支
部
長
）
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
、
し
め
縄
の
由
来
や
作

▼

ス
キ
ー
教
室
参
加
者

▼

し
め
縄
づ
く
り
の
様
子

▼

天
狗
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
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お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

　

平
成
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
等
妙

寺
旧
境
内
の
調
査
も
全
体
的
な
試
掘

調
査
が
一
通
り
終
わ
り
、
中
世
の
山

岳
寺
院
と
し
て
の
遺
構
の
広
が
り
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
古
文
書
や
現
在
の

等
妙
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
仏
像
や
仏

画
等
の
調
査
も
進
み
、
こ
の
お
寺
が

開
か
れ
た
背
景
や
性
格
、
京
都
法
勝

寺
（
本
寺
）
と
の
つ
な
が
り
を
示
す

も
の
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
数
多

く
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
成
果
が
評
価
さ
れ
、
国
の
史

跡
と
し
て
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
貴
重
な

遺
跡
を
広
く
町
民
や
県
内
外
の
多
く

の
人
た
ち
へ
周
知
さ
せ
る
た
め
に
、

等
妙
寺
旧
境
内
の
国
指
定
を
記
念
し

た
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
に
加
え
て
文
献
調
査
の
成
果
や

今
後
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
研
究

者
の
方
々
か
ら
の
ご
講
演
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
国
・
町
の

文
化
遺
産
と
し
て
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
史
跡
の
積
極
的
な
整
備
や
活

用
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
鬼
北
町
に
残

る
中
世
山
岳
寺
院
「
等
妙
寺
旧
境
内
」

に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

会
期　

２
月
８
日
㈰
13
時
〜

会
場　

近
永
公
民
館　

２
階
講
堂

※
講
演
会
へ
は
誰
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
鬼
北
町
教
育
委
員
会
生
涯
教

育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い

◎ 

老
齢
や
退
職
を
事
由
と
す
る
年
金

を
社
会
保
険
庁
よ
り
受
け
て
い
る

方
に
は
、
１
月
末
ま
で
に
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

◎ 
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
（
住
所
地
を

所
管
す
る
税
務
署
で
受
付
）
の
際

の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
確
定
申
告
が

必
要
で
す

◎ 

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合

◎ 

年
金
以
外
に
収
入
（
給
与
等
）
が

あ
る
場
合

◎ 

源
泉
徴
収
で
受
け
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
控
除
（
社
会
保
険
料
控

除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
医
療
費

控
除
等
）
が
あ
る
た
め
所
得
税
を

納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
場
合

　

な
お
、
死
亡
さ
れ
た
方
に
は
源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

必
要
な
場
合
は
お
早
め
に
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
宇
和
島
事

務
所
☎
22
・
５
４
４
０
㈹

史
跡
「
等
妙
寺
旧
境
内
」
国
指

定
記
念
講
演
会
開
催

生
涯
教
育
課　

内
線
４
４
３

大
人
の
た
め
の
手
漉
き
和
紙

体
験
教
室
受
講
生
募
集

生
涯
教
育
課　

内
線
４
１
４

　

泉
地
区
に
伝
わ
る
和
紙
（
泉
貨
紙
）

の
手
漉
き
作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
和
紙
の
製
造
に
興
味
の
あ
る

方
、
自
分
で
作
っ
た
和
紙
で
お
便
り

を
出
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
程　

２
月
15
日
㈰
14
時
〜
17
時

場
所　

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
（
小
倉
保
育
所
隣
）

研
修
内
容　

和
紙
漉
き
作
業
の
体
験

実
習
（
作
業
の
説
明
、
漉
き
の
練
習
、

紙
漉
）
＊
漉
い
た
紙
は
天
日
干
し
乾

燥
し
て
約
１
週
間
後
に
完
成

参
加
費
用　

２
，
０
０
０
円

参
加
人
員　

６
人
程
度（
高
校
生
以
上
）

申
込
先　

鬼
北
町
教
育
委
員
会
文
化
振

興
係
☎
45
・
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

申
込
期
限　

２
月
10
日
㈫
ま
で

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

町
民
課　

内
線
２
１
６

被
害
救
済
の
難
し
さ

　

事
業
者
が
刑
事
裁
判
で
有
罪
に
な

る
と
、
そ
の
事
業
者
と
契
約
し
て
被

害
に
あ
っ
た
人
は
救
済
さ
れ
る
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
刑
事
裁
判
で
有
罪

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
事

業
者
と
消
費
者
の
契
約
が
無
効
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
損

害
に
つ
い
て
も
補
償
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

産
業
課　

内
線
２
６
１
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相
手
の
事
業
者
が
倒
産
し
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
、
被
害
者
救
済
が
難
し

い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
（
悪
質
商
法

の
撃
退
対
策
）

　

悪
質
商
法
の
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
、
自
分
で
身
を
守
る
こ
と
の
で

き
る
『
賢
い
消
費
者
』
を
目
指
し
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
情
報
を
集
め
る　

②
比
較
検
討
す
る　

③
安
易
に
呼
び
か
け
に
応
じ
な
い　

④ 

本
当
に
必
要
な
契
約
か
、
よ
く
考

え
る　

⑤
い
ら
な
い
時
は
、
は
っ
き
り
と
断
る

⑥
契
約
内
容
を
確
認
す
る　

⑦
契
約
書
類
は
保
管
す
る　

⑧ 

困
っ
た
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
一

日
で
も
早
く
最
寄
り
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
へ
相
談
す
る

見
守
り
が
大
切

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
家
族
や

周
り
の
方
（
近
所
の
方
・
民
生
委
員
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
の
見
守
り

が
大
切
で
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

役
場
産
業
課
商
工
観
光
係

☎
45
・
１
１
１
１

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅借入
金等特別控除が減る場合があります。平成18年度末までに入居
し、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の
住民税（所得割）から控除できます。

今年も申告をお忘れなく！所得税から住宅借入金等特別控除額を
引ききれなかった方

町県民税の住宅借入金等特別税額控除について

控除しきれなかった分は住民税（所得割）から控除されます

平成20年度以降、住民税の住宅借入金等特別税額
控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要です。

　　※平成11年1月1日～平成18年12月31日までに住宅を居住の用に供した方が対象です。

　平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成21年3月16日までに、平成21年
１月１日現在お住まいの市区町村へ「市町村民税　都道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告
書」を提出してください。（※申告書は２種類あり、役場税務課・申告受付会場で配布します）

　申告期限
平成21年
　　３月16日
　まで

住宅借入金等特別税額控除の

適用を受ける方

住宅借入金等特別税額控除申告書の

提出方法
申告書様式

所得税の確定申告をされない方 源泉徴収票を添付して市区町村へ提出 第55号の３様式

所得税の確定申告をされる方 所得税の確定申告書とともに税務署へ提
出（町の申告受付会場でも提出できます） 第55号の４様式
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平成21年度 町県民税･国民健康保険税の申告相談が２月16日㈪から始まります。
申告には次のものが必要ですので、必ず持参してください。
１．農業･営業･不動産等の所得金額の計算に必要な一年間の収入や支出が分かる書類
　　○収支内訳書・通帳・領収書など
２．給与･公的年金の源泉徴収票
３．社会保険料(国民年金保険料)控除証明書、生命保険料･損害保険料等の支払証明書
４．その他、申告に必要な書類
　　○個人年金や生命保険満期等の受け取り金額の分かる書類や支払調書など
　　○ 医療費控除を受ける方は、医療費の領収書（レシート）や保険金等で補てんさ
　　　れた金額が分かる書類・通帳など（個人別、病院〔医院〕･薬局別に集計して持参してください）
　　○税務署から送付された確定申告書等の書類
５．印鑑
♢ 前年中に所得がなかった場合でも、所得･課税(非課税)証明書等の発行、児童手当の支給資格認定および国民健
康保険税の軽減判定等に必要ですので、申告をされるようお願いします。
♢ 所得税の確定申告がお済みの方、税務署で所得税の確定申告をされる方は、町県民税・国民健康保険税の申告は
必要ありません。
◇ 所得税で住宅借入金等特別控除を引ききれなかった方（控除の余りがある方）は、余った控除額分を住民税（所
得割）から控除ができます。住民税の住宅借入金等特別税額控除申告書（役場税務課・申告会場で配布）に必要
書類を添付して提出してください。※平成11年１月１日～平成18年12月31日までに住宅を居住の用に供した方
が対象です。詳細は12ページをご覧ください。
◇ 所得税を口座振替で納付される方や還付金の受取が見込まれる方は、本人名義の預金通帳とその印鑑を持参して
ください。
◇ 申告の対象は平成21年１月１日現在、鬼北町に住所を有する方で、平成20年１月１日から平成20年12月31日ま
での所得です。

平成21年度町県民税等の申告相談が始まります

平　成　21　年　度　申　告　相　談　日　程

月　日 曜
日 場所 申　告　相　談　対　象　地　域

2/16～3/16　午前の受付　9：00～11：00 2/16～3/16　午後の受付　13：00～15：00
２月10日 火 近永公民館 年金受給者等の還付申告（9:30～12:00） 年金受給者等の還付申告　13:00～16:00
２月16日 月 好藤公民館 西仲、吉波上 吉波中・下・奥
２月17日 火 〃 柏田、清延、成藤 平井中、田丸、沖、小坂
２月18日 水 〃 沢松、東仲江利 東仲上・中・下
２月19日 木 愛治公民館 大宿権太・土屋・久保川 大宿稲屋・法師庵、生田上
２月20日 金 〃 生田中・夫婦岩・下 清水上・西中・下
２月22日 日 〃 清水東中、畔屋大平・申谷 畔屋重谷、西野々
２月23日 月 日吉支所1階 父野川中藤川・宮成・野々谷、父野川上大村・屋敷 父野川下上本村・音地・犬飼・川口

２月24日 火 〃 父野川下下本村、日向谷出口・中屋敷・下中合・
上中合・奥

上大野植勝・長瀬・栗ノ木下・栗ノ木上・堀切

２月25日 水 〃 下鍵山１・２・３・４ 下鍵山５・６・７・８
２月26日 木 〃 下鍵山９・10・11 上鍵山下１・下２・上本村
２月27日 金 〃 上鍵山巻・長谷・黒川上・黒川下 川上野地・上
３月１日 日 三島公民館 川上小越、延川長穂 久保、延川小野川・駄場
３月２日 月 〃 川上古用、小松富町 小松中・安森・富東、下大野坂立
３月３日 火 〃 小松清詰・富西、下大野御開山 下大野中・中尾坂・上
３月４日 水 〃 下大野町・西・東・奥、広見藤野 ・々下 広見上・中・畦
３月５日 木 泉公民館 小倉川崎・町１・町２・上住 小倉下住・宮口・宮奥・轟、小西野々
３月６日 金 〃 上川 岩谷、出目二谷喜来
３月８日 日 〃 興野々芳・寺 興野々中・東
３月９日 月 近永公民館 牛野川、水分、北川１・２ 北川３・４、成川１・２・３
3月10日 火 〃 成川４、今在家 奈良中
3月11日 水 〃 奈良下１・２・３、中野川下１ 奈良下４・５・６・７、中野川下２・上
3月12日 木 〃 中野川中・一の又、芝上、永野市舟木 芝中・下、永野市西山上・西山下
3月13日 金 〃 永野市重ヶ森・下、近永本町 出目一１・２・３・４
3月14日 土 〃 出目一５・峠・中島、出目二新田 近永新町
3月15日 日 〃 近永南町・栄町 近永旭町（国遠団地含む）
3月16日 月 〃 国遠、年則

上記指定日に申告できない方につきましては、指定日以外の会場でも申告相談を受付いたします。
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２月生まれの鬼北っ子

ＨＡＰＰＹＢＩＲＴＨＤＡＹ

動物園が大好きな士竜君。３歳のお
誕生日おめでとう！！元気一番、笑顔
いっぱいで大きくなってくださいね♡

松ま
つ

浦う
ら

　
士し

竜り
ゅ
うく

ん

（
３
歳
・
奈
良
）

元気いっぱい健太くん！！明るい
キャラで、いつもみんな大笑い。
目指せ笑顔世界一！！

松
まつ

浦
うら

　健
けん

太
た

くん（３歳・奈良）

毎月、誕生日を迎えられるお子さんを紹介しています。
３月号では、３月生まれのお子さん（３歳未満）を募集します。
掲載を希望される方は２月６日㈮までにお申し込みください。
申込方法等詳しくは役場総務課行政係☎45－1111（内線235）へ
お問い合わせください。

元気いっぱい、愛嬌いっぱい、お祭
大好きな周！今からもその持ち前で
みんなを喜ばしてね！周、最高♡

兵
ひょう

頭
どう

　周
あまね

ちゃん（２歳・下鍵山）
祝 ゆっさん２歳♪ わが家のや
んちゃなエンジェルです♡泣い
て笑って元気に育ってね♡

金
かね

子
こ

　優
ゆ

守
ず

希
き

くん（２歳・小倉）

侑大お誕生日おめでとう。侑大の笑
顔にみんな癒されます。これからも
兄ちゃんと仲良く元気に育ってね。

岡
おか

本
もと

　侑
ゆう

大
だい

くん（１歳・近永）
おしゃべり大好きな僚克くん。２歳の
お誕生日おめでとう☆弟の琉生くんと
一緒に仲良く元気に大きくな～れ♪

山
やま

久
く

保
ぼ

　僚
りょう

克
が

くん（２歳・岩谷）
悠大、お誕生日おめでとう！毎日上
手な歌でみんなに笑顔をくれてあり
がとう。明るく元気に育ってね。

宇
うつのみや

都宮　悠
ゆう

大
た

くん（２歳・近永）

喬康、誕生日おめでとう！
早くキャッチボールができるよ
うになるといいね！

末す
え

廣ひ
ろ

　
喬た

か

康や
す

く
ん

（
１
歳
・
芝
）

２歳の誕生日おめでとう！なおの♪
おかえり～♪みんな癒されるよっ♡
大好きなお魚食べて大きくなぁ～れ。

山や
ま

田だ

　
如な

お

希き

く
ん

（
２
歳
・
清
水
）

嘉夷、誕生日おめでとう！嘉夷の
笑顔で毎日幸せいっぱい♡これか
らも明るく元気いっぱい育ってね。

中な
か

平ひ
ら

　
嘉か

夷い

く
ん

（
２
歳
・
近
永
）
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き ほ く 川 柳 会ひ よ し 川 柳 会
新
年
迎
え
家
族
揃
っ
て
初
詣 

上
田
タ
ケ
ミ

飛
ん
で
い
る
孫
の
字
可
愛
い
年
賀
状 

芝　

智
恵
子

正
月
も
年
は
取
ら
ぬ
と
決
め
た
俺 

西
田　

正
念

拝
殿
に
響
く
柏
手
し
や
ん
と
打
つ 
小
越　

安
隆

正
月
に
凧
上
げ
る
子
も
い
な
い
過
疎 
宮
本
ヨ
リ
ヲ

お
年
玉
や
れ
る
幸
せ
か
み
し
め
る 

宇
津
本
ア
ヤ
子

初
詣
祈
り
に
見
合
う
お
賽
銭 

山
本　

雅
之

初
祈
願
お
屠
蘇
気
迫
で
打
つ
太
鼓 

熊
本　

中
心

手
作
り
の
正
月
迎
え
遊
べ
な
い 

柳
本　

勝
美

ま
ず
願
う
家
内
安
全
初
詣 

清
家　

厚
美

初
詣
一
番
前
で
願
い
事 

畠
山　

千
歳

若
駒
も
喜
び
跳
ね
る
明
の
春 

栗
木　

一
郎

牛
と
共
に
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
あ
せ
ら
ず
に 

水
野　

貞
子

柏
手
が
森
へ
広
が
る
初
詣 

大
野
モ
モ
ヱ

初
釣
り
で
大
鯛
上
げ
た
夢
を
見
た 

川
添　

忠
昭

喜
び
は
夫
婦
で
歩
む
老
い
の
坂 

松
岡　

正
志

忘
れ
な
と
指
へ
糸
ま
く
年
に
な
り 

宇
都
宮
七
郎

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
人
へ
の
恩
と
義
理 

栗
木　

一
郎

忘
れ
た
い
事
を
忘
れ
て
老
い
楽
し 

芝　
　

幸
子

身
の
ほ
ど
を
忘
れ
背
伸
び
を
く
り
返
す 

大
沢
和
希
子

歳
月
が
傷
の
深
さ
を
忘
れ
さ
せ 

大
野
モ
モ
ヱ

あ
る
人
の
恩
は
忘
れ
ぬ
今
が
あ
る 

清
家　

厚
美

飯
風
呂
寝
る
阿
吽
の
呼
吸
足
る
夫
婦 

兵
頭　

紀
子

昼
間
か
ら
す
み
ま
せ
ん
ね
と
露
天
風
呂 

若
宮　

賢
敬

し
ま
い
風
呂
明
日
の
策
を
練
っ
て
い
る 

水
野　

貞
子

井
戸
端
会
議
お
風
呂
の
水
を
止
め
忘
れ 

松
本　
　

実

口
笛
が
合
格
通
知
待
っ
て
い
る 

宇
都
宮　

孝

口
紅
を
つ
け
て
虚
し
い
恋
心 

那
須　

栄
山

傷
口
を
そ
っ
と
繕
う
愛
も
あ
る 

畠
山　

千
歳

披
露
宴
の
口
な
め
ら
か
に
美
辞
麗
句 

宮
脇
マ
サ
エ

口
だ
し
も
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
隠
居
の
身 

武
田　

浅
美

口
べ
た
が
凄
い
美
人
を
ゲ
ッ
ト
す
る 

渡
辺　

光
男

毎年２月２日にアメリカとカナダではグラウ

ンドホッグデーというお祭が行われます。

　グラウンドホッグという可愛いリスを使った

春の訪れを予想する天気占いです。

　この日、冬眠から目覚めたグラウンドホッグ

が、地上の様子を見るために巣穴から顔を出し

ます。その時に曇りや悪天候で自分の影が見え

ない時は外に出てきて、逆に天気がよく自分の

影がくっきり見える時は冬眠していた巣穴に

戻ってしまいます。

　グラウンドホッグが外に出てきた時は春が間

近に近づいている、逆に巣穴に戻ったときは冬

がまだ６週間続くと言われています。

　グラウンドホッグだけでなく様々な動物を代

用して、多くの地域で同様のイベントが行われ

ています。

　グラウンドホッグは出てくる時期が違うの

で、占いがあたる地域は限られているため、ア

メリカやカナダの人達はあまりこの占いを信じ

ていません。

　みなさんは今年、グラウンドホッグが巣穴か

ら出てくると思いますか？それとも巣穴へ戻っ

ていくと思いますか？私は冬が好きなので、巣

穴に戻ってほしいです。

　冬が嫌いな人は、グラウンドホッグに「巣穴

から出てください」とお祈りしてみてはどうで

すか？

「Happy Groundhog Day!」

Christopher’s
Story №28
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　国税庁ホームページの「確定
申告書等作成コーナー」から直
接電子申告できます。
②最高5,000円の税額控除　
　本人の電子署名および電子
証明書を付して所得税の確定
申告をe-Taxで行うと、最高
5,000円の所得税の税額控除を
受けることができます。（平成
19年分または平成20年分のい
ずれか１回）
③添付書類が提出不要　
　所得税の確定申告をe-Taxで
行う場合、医療費の領収書や源
泉徴収票等は、提出に代えて、
記載内容を入力して送信でき
るようになりました（確定申告
期限から３年間、添付書類の提
出または提示を求められるこ
とがあります）。
④還付金がスピーディー

  e-Taxで申告された還付申告
は早期処理しています（３週間
程度に短縮）。
⑤もっと詳しい情報は　
　e-Taxホームページ（http://
www.nta.go.jp）にて利用開始の
手続き、ご利用時間、パソコン
の環境、e-Taxソフトの操作方
法、よくある質問（Q&A)など、
e-Taxに関する最新の情報につ

いてお知らせしていますので、
ご利用前にぜひご覧ください。
※e-Taxをご利用するには、事
前に開始届出書の提出、電子証
明書などの取得が必要です。
　不明な点があれば、お気軽に
お問い合わせください。
問い合わせ先

　宇和島税務署（宇和島市堀端
町1番38号）☎22－4511㈹
　（電話による一般的なご相談
は、電話相談センターで税務相
談官が承ります）
　国税に関するご質問やご相
談の方は→番号「１」→「電話
相談センター」へ
　税務署からの照会や納税など
のご相談または職員にご用の方
は→番号「２」→「税務署」へ

石綿（アスベスト）健康
被害者のご遺族の皆様へ

「特別遺族給付金」に関する大

切なお知らせです。

　「石綿による健康被害の救済
に関する法律（石綿救済法）」

の改正により、以下の点が変更
されますのでご注意ください。
特別遺族給付金の請求期限

　平成24年３月27日までに延
長されました。
特別遺族給付金の支給対象

　平成18年３月26日までに亡
くなった労働者のご遺族の方
へと拡大されました。
　（注）労災保険の遺族補償給
付を受ける権利が時効（５年）
によって消滅した場合に限ら
れます。
厚生労働省のホームページ

http://www.mhlw.go.jp
　トップページの「重要なお知
らせ」から、アスベストのペー
ジをご覧いただけます（労災
認定等事業場一覧表の公表を
行っています）。
問い合わせ先

○ 特別遺族給付金の請求手続
きなどのご相談については、
愛媛労働局または宇和島労
働基準監督署までお問い合
わせください。
○ 労災保険の給付対象となら
ない方の救済給付について
は、独立行政法人環境保全
再生機構（☎0120－389－931）
までお問い合わせください。

INFORMATION

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 成川渓谷でプチ旅行気分を味わおう！
　成川渓谷休養センターと
高月温泉との間で使用する
番傘を揃えました。外出
するのが億劫になりがちな
雨の日でも、成川渓谷では
ちょっとした旅行気分が味
わえます。レストランでの
お食事やご宿泊の際にはぜ
ひご利用ください。
　なお、傘立ては高月温泉従業員の兵頭満夫さん（成川）
から寄贈して頂きました。ベビーベッドを改造して作ら
れたそうですが、とても立派な出来栄えです。

■１月27日㈫～２月15日㈰
【出展者】福田珠未
　　「パッチワーク展」
■２月27日㈮～３月８日㈰

【出展者】吉光八千代
　　「押し絵・羽子板展」
開館時間　10時～ 13時、14時～ 17時
場　　所　近永南町バス停前
入 館 料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813
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くらしの情報
募　　　集

お　知　ら　せ

広報きほく２月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
すべての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題1】平成20年11月末時点のニュータウン鬼北の分譲数は？　①67戸　②24戸　③15戸　
【問題2】鬼北町の今年の新成人の人数は？　①87人　②103人　③127人
【問題3】このほど成川休養センターに整備されたものは？　①下駄　②番傘　③浴衣　　

応募方法　住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題２－①、問題３－②）、広報に対す
る感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。
応 募 先　〒798-1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45-1119
締　　切　平成21年２月20日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分）です！広報クイズ

平成21年度
「木工クラフト科」訓練生

募集内容　木工クラフト科　
定員10人
期間　１年間（平成21年４月
14日～平成22年３月19日）
願書受付期間　１月１日㈭～２
月27日㈮＊当日消印有効
入校選考日　３月６日㈮
試験内容　筆記試験（社会・国
語・数学）、適性試験、面接
費用　入校選考料、入校料、授
業料は無料（テキスト代などは
自己負担）
問い合わせ先　県立宇和島高
等技術専門校☎22－3410

あなたの婚活、応援します。

　少子化の主たる原因である
未婚化・晩婚化に対応するた
め、県が社団法人愛媛県法人会
連合会に委託して開設した「え
ひめ結婚支援センター」では、
結婚を希望する男女に出会い
の場を提供する結婚支援イベ
ントを順次開催する予定です。
現在、イベント情報を配信する
メルマガの購読者を募集して
います。

イベントに参加するには！

①  まずはメルマガ無料登録
　当事者以外で応援したい方
　も、ぜひご登録ください。
②イベント案内をＧＥＴ
③Ｗｅｂサイトから参加申込
　応募多数の場合は抽選とな
　ります。
④参加決定者には案内状が届
　きます
⑤イベントへＧＯ
　イベント参加費が必要です。
ＨＰアドレス

http://www.msc-ehime.jp
問い合わせ先　えひめ結婚支援
センター☎089－941－7711㈹

特定最低賃金改正のお知らせ

　愛媛労働局では、特定最低賃
金を改正し、平成20年12月25
日から施行することとしまし
た。施行後の最低賃金は次のと
おりです。
① パルプ、紙製造業最低賃金
（１時間763円）
② はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業
最低賃金（１時間779円）
③ 電子部品・デバイス・電子回

路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業最低賃金（１
時間742円）
④ 船舶製造・修理業、舶用機関
製造業最低賃金（1時間786円）
⑤ 各種商品小売業最低賃金（１
時間688円）
　上記①から⑤すべての最低
賃金に適用除外の労働者と、①
と③の最低賃金には適用除外
の業種が決められています。詳
しくは下記へお問い合わせく
ださい。
問い合わせ先　愛媛労働局賃
金室☎089－935－5205、宇和島
労働基準監督署☎22－4655

宇和島税務署からのお知らせ

インターネットを使って申告

書を作成しよう！

　確定申告書等の作成は、国税
庁ホームページ「確定申告書作
成コーナー」を利用して簡単に
作成できます。国税庁ホーム
ページアドレス　http://www.
nta.go.jp
　また、当該コーナーで作成し
た申告書は、Ａ４の普通紙に出
力し、郵送等で税務署へ提出で
きます。
インターネットを使えば、こん

なことが大変便利

①ＨＰから簡単申告
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ご寄付お礼
◎�ひろみ奈良の里へ
　鬼北ライオンズクラブ／都築房子さん（東京都）
　／森田嘉明さん（大阪府）／さくら保育所園児
◎近永乳児院へ
　 鬼北町社会福祉協議会／こでまりの会／浜田房
芳さん（西予市）／宇和島市社会福祉協議会／
鬼北町ライオンズクラブ／岡田功さん（宇和島
市）／太田薫さん（宇和島市）／椴木一男さん
（広島県）／県理容生活衛生同業組合鬼北支部／
井上勢津子さん（八幡浜市）／割烹きほく／松
野町社会福祉協議会／愛媛県共同募金会／森田
嘉明さん（大阪府）
◎広見広楽荘へ
　 森田嘉明さん（大阪府）
◎近永愛児園へ
　 森田嘉明さん（大阪府）／全国シャンメリー協
同組合／佐々木建具店／ホテルクレメント宇和
島／こでまりの会／日本鏡餅組合丸栄産業株式
会社／鬼北ライオンズクラブ／岡田農園／光明
寺／市川商店／ＪＡ全農えひめ／愛媛養鶏協会
／兵頭千代美さん（宇和島市）／西予市社会福
祉協議会／県理容生活衛生同業組合／宇和島地
区防犯協会／行定牛乳／小野輝晃さん（松山市）
／ドリームライフ／割烹きほく／好藤ヤングク
ラブ／宮崎文尾さん（近永）／高田商店／新倉
商店／永昌寺／兵田トミ子さん（下大野）
◎�鬼北町社会福祉協議会へ
　井上和弘さん（国遠）／津野寿男さん（大阪府）
／松浦喜次さん（松山市）／古用靖さん（延　川）
／松浦信夫さん（清延）／宇都宮肇さん（北　川）
／毛利髙光さん（出目）／上本史子さん（中　野
川）／髙橋進さん（中野川）／筒井亀さん（奈　良）
／入田ユキ子さん（上大野）
◎勝山荘へ
　森田嘉明さん（大阪府）／田中好子さん（宇和
　島市）／日吉愛琴会／みどり保育所園児／鬼北
　ライオンズクラブ／日吉盆栽会
◎三島小学校へ
　菊澤純次さん（小松）
◎鬼北町ふるさと応援寄附金へ
　林恒男さん／末光茂さん

　   

　

まち のうごき
人口  12月31日現在　（　）は前月比

総　数　　　１２，１９３人  　（－１８）
男　性　　　　５，６７６人　  （－　６）
女　性　　　　６，５１７人  　（－１２）
世帯数　　　　５，１４８世帯（－１０）
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２月町民カレンダー
ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ ＦＲＩ ＳＡＴ
１ ２ 3 4 5 ６ ７

□英19時～ 21時
■親子教室10時～

□犬 □ペ近永・泉

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４
建国記念の日 □犬

□ペ日吉
□ペ好藤・愛治・三
島

□教9時～ 17時
□古近永

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１
□英19時～ 21時 □犬 □ペ近永・泉

□人広見10時～、
日吉９時～

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
□英19時～ 21時 □犬

□ペ日吉
□ペ好藤・愛治・三
島

□古好藤・愛治

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■２月１日㈰ こおり小児科 ☎24－5633
藤田整形外科医院 ☎22－5635 あべ医院 ☎32－2616
宇都宮内科胃腸科 ☎25－7228 ■２月15日㈰
山下小児科 ☎23－0055 宍戸脳神経クリニック ☎22－0597
橋本内科クリニック ☎52－0808 沖循環器内科医院 ☎25－3335
■２月８日㈰ やくしじこどもクリニック ☎24－1386
ますだクリニック ☎23－6611 口羽外科胃腸科医院 ☎32－5000
わたなべハートクリニック ☎25－1717 ■２月22日㈰
こばやし小児科 ☎23－1150 上田外科 ☎25－0100
溜尾整形外科医院 ☎52－3133 松浦内科医院 ☎23－1122
■２月11日㈬ 山下小児科 ☎23－0055
鎌野病院 ☎24－6611 永井内科医院 ☎32－6688
くきた内科クリニック ☎26－2260

保健だより
３～４カ月児健康診断

●２月27日㈮
　広見保健センター　13：30～

心の健康相談日

日時　２月18日㈬10時～14時
場所　わかば作業所（小倉保育所前）
内容　 認知症、うつ病、思春期に関する

悩みなどの相談を受け付けます。

　□犬＝犬・ねこ引取日（環境保全課・愛治・三島連絡所・日吉支所）
　□ペ＝ペットボトル回収日　□古＝古紙回収日　□英＝クリスの英会話教室（中央公民館視聴覚室）　
　□教=教育相談☎20－6010 ／中央公民館2階会議室
　□人＝人権・心配ごと・行政相談（広見地区：鬼北総合福祉センター／日吉地区：日吉住民センター）
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の風景　№19
   写真①～④・⑥／柳野治示氏撮影

　12月23日、日吉
盆栽会の皆さんが
門松作りを行い、
日吉支所、特別養
護老人ホーム勝山
荘、歴史民俗資料
館など公共施設の
玄関に設置されま
した。

小春日和の庵

和紙の里　ミツマタ

新春の歴史民俗資料館（左）

日吉盆栽会の皆さん

日吉神社

新春に咲く十月桜（日向谷地区）

六地蔵 雪化粧の日吉地区（1月2日・下鍵山）

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧

⑤
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